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えたい. ( rコリングウッド小論』史学研究第83号, 『歴史的解釈についての一考察』人文科学



















































































































































9. ll `事実,とは歴史が対象とするものの名称である.すなわち, facta, gesta, things done,
πEπPαγμlvα. deeds



























FACT deeds result of deeds

































































































































( causa ut )
= state of things to be
brought about
EVENT



























































































( Pi -P2 )巳historical knowledge
( Pi--P2 ) = historical process
これでコリングウッドの歴史認識の全過程が明らかになったと思う.すなわち,歴史的説明
はresult of deeds, the outside of event (いわゆる「単なる出来事」)であるところの























それは同時に主観的であり,歴史家自身の活動でもあるからである. (下線筆者; IH, 218)
註1 )コリングウッドのhistoryとperceptionの関係については,過去にも論じられているが,最近で
は次のものが可成り深く掘り下げていると思う.





註2)拙著「Collingwoodのinside/outside of eventをめぐって」 (1966)で指摘したcausa quod,
causa utについて,ほぼ同じような理解に立って, Rex Martinが,その著Historical Explanation
1977.で論じているが,彼はこれを足がかりとして社会科学的説明一般へと拡張を試みているのに
対し,本稿ではあくまでも歴史認識についてコリンダウッド自身の考えに即して推理・解明してゆ
く.
(昭和53年9月5日受理)
